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中間発表の振り返り

①アンケートの母数を増やす。

②見える化について詳しい人にヒアリングする。

oヒアリングした結果それが大阪の渋滞緩和に適しているのかを考

える。

③御堂筋が歩道化するにあたっての渋滞緩和を考える。

（ヒトと車の共生）

④事故の詳細について調査し、事故を未然に防ぐ方法を考える。
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中間発表後の取り組み①
アンケート
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中間発表後の取り組み① アンケート

• フリージーを用いての渋滞緩和、歩道化に関するアンケート

• 近畿圏に在住、18歳以上99歳以下の男女1000人にアンケート

をとった。

→このアンケート結果を基に渋滞緩和に関する考察をあげてい

く。

（参照）https://freeasy24.research-plus.net
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アンケート結果①
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アンケート結果②
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アンケート結果②の回答者の声

• 賛成の意見

1.歩行者の安全性の向上

2.街並みの美化

3.使い勝手と安全性の向上

4.観光促進

5.環境への配慮

• 反対の意見
渋滞や交通事情の悪化を懸念する声もありました。

→歩道化に伴い大丸前交差点の信号の点灯時間を変更
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アンケート結果③
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アンケート結果④

Q5：渋滞を解決するための利用者の提案

•交通渋滞解消のための提案

o高架の建設や電車の利用促進や駐車

場の増設など

•具体的な対策

o路上駐車の取り締まり強化や車線の

減少、時間制限の設定、迂回路や

道路の整備、公共交通機関の充実
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アンケート後のまとめ

•渋滞緩和

o駐車場の増設

o迂回路の整備路上

o駐車の取り締まり強化

•歩道化の懸念点

o渋滞や交通事情の悪化

ヒトと車が共生できる
環境が整う
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中間発表後の取り組み②
ヒアリング
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奈良県で行われている
「見える化」対策

• 奈良県の「見える化」対策とは
→ 円滑な道路サービスの向上を
早期に図るもの

→ビッグデータと利用者の声を聞い
て渋滞箇所を選定している

→対策の検討過程について渋滞の
状況から対策までの一連を作成・公
表するなど「見える化」に取り組む

→短期且つ低コストで実施可能

（参照）
https://www.pref.nara.jp/secure/39149/honbun.pdf
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中間発表後の取り組み②ヒアリング

見える化を行った結果

• メリット

o 対策までのスピードが向上する。

→見える化で常に道路の状態が分かるから、次の新たな対策を練るまでの時間の短縮化

ができる。

o 比較的低予算で実施が可能。

• デメリット

o 対策の効果の継続性が低くなる。

o 見える化だけに依存しては解決しない。
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中間発表後の取り組み②ヒアリング

奈良県と大阪府の違い

奈良県

• ビッグデータと利用者

の声を元に渋滞箇所を

選定している

大阪府

• ビッグデータで渋滞箇

所を選定している
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ヒアリングのまとめ

• 『見える化』はビッグデータと利用者の声を元に渋滞箇所を選
定し、渋滞緩和の対策を行なっている

• 大阪府ではまだ”利用者の声”を取り入れていない。

• 定期調査をすることで新たな対策を生み出すことが可能。

• 常に道路状態がわかるから対策を練るまでの時間短縮が可能。
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まとめ

見える化を推進するべきだ。

正確な渋滞箇所の選定・対策、定期調査からの解決案の生成＆短縮化、低予算

客観的データ（ビッグデータ）＋利用者の声＝見える化

歩行者などの外的要因も関係している

車の渋滞緩和について調査
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